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⑨施設の資産価値(千円)
全体総括

　現状では施設の収益性は昨年度より低下している
ため、市と指定管理者が協力して利用客数増加や自
主事業の発展等による収入増加の取組みにより、経
営改善を進める必要がある。
　施設の維持・継続及び安定経営を図るため、一般
会計からの繰り入れを行っていくこととするが、経
費の適正化を進めること等により、繰入金の抑制に
努める。
　現在、指定管理者制度を導入しており、今後も民
間活力の活用を基本としていく予定だが、現状の事
業規模や採算性を踏まえて、事業の存続、用途変
更・廃止、民間企業への譲渡・売却などの施設のあ
り方について検討をしていく必要がある。

154,240

⑩設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0

△19,399 △27,446 △15,708

2.資産等の状況

△21.9 △56.5 △38.1 △73.0 △61.8 平均値45.4 36.1 41.7 292.8 58.5 平均値

△44,139 △60,275 △66,094

平均値 15.5 15.7 17.2 13.3 6.4 平均値

△62.9 △107.3 △152.6 当該値 △38,127 △34,96944.6 56.5 65.0 当該値 △61.8 △54.2

△13,739 △14,463

R03 H29 H30 R01 R02R01 R02 R03 H29 H30 R01

当該値 1.9 2.4 0.8 0.0 0.0 当該値 54.2 41.5

　⑩設備投資見込額について、今後10年以内は大規
模な設備投資を見込んでいないが、築15年以上が経
過し、経年劣化による修繕箇所が出てきている。建
物および付帯設備の修繕が必要となっている状況の
ため、更新投資に充てる財源を確保していく必要が
ある。

3. 利用の状況について

　⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向について、コロ
ナ禍に伴う行動制限が緩和されてきたことを受け、
徐々に増加傾向が見られる。
　今後の動向を注意深く見守り、地域全体での宿泊
需要の厳しさを踏まえ、状況によっては宿泊施設と
してのあり方を再検討する。
　施設の運用上、日帰り入浴客の集客が課題であ
り、市と指定管理者が一層協力して取り組んでいく
必要がある。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 15,437 8,029 31,150 200,830 161,674平均値 30.7 18.9 35.1 31.3 42.0

R03R02

平均値 92.2 88.4 98.7 88.4 92.8

26.9 35.8 39.1当該値 82.3 85.6 88.3

R02 R03 H29 H30 R01

504,049 0 0 2. 資産等の状況について当該値 134,408 108,79584.1 78.7 当該値 20.5 20.8

有 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
　
　①収益的収支比率、⑥売上高GOP比率や⑦EBITDA
の数値から、施設の収益性が昨年度より低下してい
る。新型コロナウイルス感染症拡大に伴う利用者数
の減少や臨時休業等による利用料金収入の減少、修
繕料や燃料費等の維持管理コスト増加が考えられ
る。また、②の他会計補助金比率については、一般
会計からの繰入金等への依存度が高いため、経営改
善に向けた取り組みが必要である。
　⑤の売上高人件比率については、全国平均よりも
高くなっているため、人件費を抑制する必要があ
る。
　③④⑬については、宿泊事業を休止しているため
数値は0である。

H29 H30

該当数値なし 該当数値なし 1,751 22 有 66.7

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01

当該施設値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ１Ｂ１ 非設置 - 利用料金制 - ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
愛媛県西条市　椿交流館

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％) グラフ凡例
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③宿泊者一人当たりの他会計補助金額(円)
【208,749】
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【12.2】
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⑫企業債残高対料金収入比率(％)
【38.7】
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⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向
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